
７月９日、えりも岬漁港で第五十五洋進丸（駿河友博船主）の進水式が行わ

れ、豊漁を願う餅まきが行われました。

放課後の時間帯とあって、漁協前に係留された船の前には、子どもを含む大

勢の人が大きな箱や買い物袋を手に集まりました。

餅まきが始まると、次々と投げられる餅を笑顔で拾い集め、活気に包まれて

いました。

Ｐ２ 令和８年度 第２回定例会

Ｐ３～７ 一般質問 ７名10件

Ｐ８～９ 北海道町村議会議員研修会

行政視察 鹿追町「鹿追高校」

行政視察 江別「ココルクえべつ」

Ｐ10～11 所管事務調査

Ｐ12 この人に聞く

地域おこし協力隊を経て町内で起業

二場 一光 さん（30）おこし協
ふ た ば いっこう

力隊を経て町内で起業

えりも町議会

議会だより
Ｎｏ.５８

令和８年８月１日

進 水 記 念 餅 ま き
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◎
令
和
７
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

８
５
５
万
２
千
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
一

部
を
積
立

◎
令
和
８
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
河
川
維
持
費

６
０
０
万
円

大
雨
に
よ
り
歌
別
地
区
で
発

生
し
た
地
下
埋
設
管
の
詰
ま

り
を
解
消
す
る
費
用

・
老
人
保
護
費

１
７
８
０
万
円

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
や

ま
と
苑
」
の
ボ
イ
ラ
ー
の
更

新
費
用

・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
運
営

費

７
６
７
万
８
千
円

様
々
な
関
係
機
関
と
連
携
し

て
家
庭
の
困
難
を
早
期
に
把

握
・
支
援
す
る
場
と
し
て
設

置
・
漁
港
管
理
費

４
２
万
７
千
円

漁
港
ト
イ
レ
の
水
洗
設
備
や

換
気
設
備
の
修
繕
費
用

・
え
り
も
町
議
会
議
員
の
定
数

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

議
員
定
数
を
11
人
か
ら
10
人

に
改
正

・
契
約
目
的

え
り
も
小
学
校
校
舎
屋
上
防

水
・
屋
根
改
修
工
事

・
契
約
金
額

６
２
４
８
万
円

・
契
約
先

株
式
会
社

ヤ
マ
ト
建
設

・
契
約
目
的

野
球
場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
解
体

工
事

・
契
約
金
額

５
８
３
万
円

・
契
約
先

有
限
会
社

岡
崎
建
設

・
契
約
目
的

診
療
所
外
周
柵
補
修
工
事

・
契
約
金
額

８
１
４
万
円

・
契
約
先

有
限
会
社

川
﨑
建
設

・
え
り
も
町
固
定
資
産
評
価
員

の
選
任

新
浜

谷
辻

洋
（
新
任
）

・
え
り
も
町
農
業
委
員
会
委
員

の
選
任

庶
野

倉
田

太
郎
（
再
任
）

笛
舞

能
登

浩
（
再
任
）

本
町

浅
木

厚
一
（
再
任
）

本
町

中
村

幸
子
（
再
任
）

東
洋

藤
井

隆
宏
（
再
任
）

東
洋

髙
橋

祐
之
（
再
任
）

大
和

石
川

昭
彦
（
再
任
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第２回定例会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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６
月
19
日

第
２
回
定
例
会

腐食が進む国保診療所の
外周柵

集団検診室をこども家庭セン
ターとして新たに利用

庶野・東洋など４ヶ所の漁港ト
イレを修繕する

補
正
予
算

条
例
改
正

工
事
請
負
契
約

人

事



【
中
野
】

小
学
生
の
保

護
者
の
間
で
は
、
子
ど
も

の
安
全
に
対
す
る
懸
念
が

日
々
高
ま
っ
て
お
り
、
具

体
的
な
対
策
と
し
て
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
求
め
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

事
件
発
生
時
の
迅
速
な
状

況
把
握
の
み
な
ら
ず
、
犯

罪
に
対
す
る
強
い
抑
止
力

に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
近
年
全
国
的
に

多
発
し
、
当
町
で
も
脅
威

と
な
っ
て
い
る
ク
マ
の
出

没
監
視
等
に
も
有
効
活
用

で
き
る
こ
と
か
ら
、
通
学

路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

を
検
討
し
て
は
。

答
弁

児
童
生
徒
が
毎
日

安
心
し
て
登
下
校
し
、
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
は
、

最
優
先
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。通

学
路
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
の

設

置

箇
所

が

広

範
囲

に

及

ぶ
こ
と
や
、

撮
影

範

囲

に
お

け

る

地
域

住

民

の
プ

ラ

イ

バ
シ

ー

へ

の
配

慮

な

ど
整

理

す

べ
き

課

題

は
あ
る
が
、

児
童
生
徒
が
日
常
の
大
半

を
過
ご
す
「
学
校
敷
地
内
」

へ
の
設
置
を
優
先
に
進
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
通

学
路
の
対
応
は
、
防
犯
カ

メ
ラ
を
始
め
、
防
犯
ブ
ザ
ー

な
ど
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

当
面
、
登
下
校
の
不
審

者
情
報
や
ク
マ
出
没
情
報

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
学

校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

見
守
り
登
下
校
や
保
護
者

へ
の
送
迎
依
頼
、
防
災
無

線
で
の
周
知
な
ど
、
安
心

安
全
の
徹
底
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

【
竹
内
】

当
町
の
農
業

は
古
く
か
ら
畜
産
を
主
体

と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、

昨
今
の
ヨ
ー
ネ
病
等
の
影

響
に
よ
り
離
農
す
る
農
家

が
増
え
、
今
や
牛
を
飼
養

し
て
い
る
農
家
は
数
戸
で

あ
る
。

町
に
は
広
大
な
町
有
牧

野
が
あ
り
、
現
在
一
部
放

牧
の
利
用
は
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
が
採
草
地

で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

町
は
今
後
の
牧
野

の
活
用
と
畜
産
の
あ

り
方
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
弁

牧
野
の
活
用

は
、
利
用
農
家
の
経

営
を
支
え
る
基
盤
と
し
て

適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
畜
産
振

興
は
既
存
経
営
体
の
維
持

発
展
を
基
本
と
し
、
新
た

な
担
い
手
の
確
保
や
新
規

就
農
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
竹
内
】

廃
校
と
な
っ

た
旧
東
洋
小
学
校
の
活
用

を
考
え
る
と
、
当
町
で
も

飼
養
経
験
の
あ
っ
た
「
綿

羊
」
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
行
っ
て
い
る
「
本
ワ
サ

ビ
の
水
耕
栽
培
」
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
。

町
の
農
業
と
雇
用
の
拡

大
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に

も
、
企
業
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

綿
羊
に
つ
い
て
は

近
年
の
羊
肉
需
要
の
高
ま

り
や
羊
毛
利
用
、
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
な
ど
、

多
面
的
な
可
能
性
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

綿
羊
飼
養
を
新
た
な
産

業
と
す
る
に
は
、
様
々
な

課
題
が
あ
り
、
各
地
の
事

例
な
ど
に
つ
い
て
情
報
収

集
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
誘
致
も
町

の
地
域
資
源
や
遊
休
施
設

を
活
用
し
た
新
た
な
産
業

の
創
出
の
観
点
か
ら
も
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

町
へ
の
進
出
意
向
や
事
業

展
開
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
し
て
い
き
た

い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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畜産業の今後と
旧東洋小の活用は

中野公浩議員
な か のきみひろ

小学校の防犯対策は

竹内孝文議員
たけうちたかふみ

食肉だけでなく、観光資源とし
ても有力視される「綿羊」

登校するする児童・生徒。安心安全のため
に防犯カメラの設置を

防犯カメラの設置を
優先に検討する

情報収集し可能性を
調査研究する



【
嵯
峨
】

国
立
公
園
の

指
定
か
ら
約
２
年
が
経
過

し
、
資
料
館
お
よ
び
水
産

の
館
の
観
光
客
来
館
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

資
料
館
は
生
涯
学
習
施

設
と
し
て
の
位
置
づ
け
に

加
え
、
観
光
振
興
も
担
う

施
設
と
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

町
の
歴
史
・
産
業
・

文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
、

町
民
の
学
び
や
活
動
を
支

え
る
「
生
涯
学
習
施
設
」

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

一
方
、
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
、
文
化
観
光
や
地

域
活
性
化
に
も
寄
与
す
る

施
設
と
し
て
運
営
を
工
夫

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
入
館
者
数
は
、

年
々
増
加
し
て
お
り
、
国

立
公
園
化
に
よ
る
来
館
者

増
加
の
効
果
を
認
識
し
て

い
る
。

【
嵯
峨
】

今
後
、
展
示

物
や
デ
ー
タ
を
更
新
す
る

予
定
は
。

答
弁

こ
れ
ま
で
映
像
展

示
の
改
修
、
猿
留
山
道
の

地
形
模
型
の
設
置
、
動
物

剥
製
の
追
加
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
も
資
料
整

理
を
進
め
、
展
示
の
入
れ

替
え
や
情
報
更
新
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

【
嵯
峨
】

来
館
者
が
気

持
ち
よ
く
観
覧
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
、
え

り
も
町
の
イ
メ
ー
ジ
向
上

に
も
つ
な
が
る
。

清
掃
環
境
の
改
善
に
向

け
、
専
門
業
者
を
導
入
す

る
考
え
は
。

答
弁

現
在
、
職
員
２
名

が
対
応
し
て
い
る
が
、
民

間
業
者
の
導
入
は
、
館
内

美
化
や
施
設
の
長
寿
命
化

に
有
効
と
考
え
る
が
、
運

営
状
況
や
他
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

当
面
は
職
員
に
よ
る
清

掃
の
充
実
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
な
ど
も
活
用
し
、

改
善
を
図
る
。

今
後
は
、
町
民
だ
け
で

な
く
観
光
客
に
も
選
ば
れ

る
魅
力
的
な
施
設
と
な
る

よ
う
、
資
料
館
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
嵯
峨
】

昨
年
７
月
と

12
月
、
さ
ら
に
本
年
４
月

20
日
、
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
、
夏
・
冬
、
日
中
・

夜
間
な
ど
異
な
る
状
況
で

の
避
難
を
経
験
し
た
。

４
月
20
日
は
中
学
校
・

高
校
の
部
活
動
の
時
間
帯

で
、
多
く
の
生
徒
が
校
内

に
残
っ
て
い
た
が
、
教
職

員
が
迅
速
に
生
徒
を
３
階

へ
避
難
さ
せ
、
町
営
野
球

場
で
活
動
し
て
い

た
野
球
部
も
高
校

体
育
館
へ
避
難
す

る
な
ど
、
日
頃
の

避
難
訓
練
の
成
果

が
発
揮
さ
れ
て
い

た
。一

方
で
、
授
業

中
に
警
報
が
発
令

さ
れ
た
場
合
や
、

解
除
が
長
引
い
た

場
合
の
対
応
に
は

課
題
も
残
る
。

特
に
、
津
波
警

報
が
長
期
化
し
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運

行
で
き
な
い
場
合
、
生
徒

の
安
全
確
保
や
保
護
者
へ

の
引
き
渡
し
な
ど
対
応
が

必
要
と
考
え
る
が
。

答
弁

津
波
注
意
報
・
警

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を

最
優
先
と
し
、
原
則
と
し

て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
運
行

し
な
い
方
針
で
あ
る
。

【
嵯
峨
】

避
難
の
最
終

判
断
は
災
害
対
策
本
部
が

行
う
の
か
、
そ
の
指
揮
系

統
は
。

答
弁

保
護
者
へ
の
引
き

渡
し
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
の
最
終
判
断
は
、
災
害

対
策
本
部
と
密
接
に
連
携

し
な
が
ら
、
原
則
と
し
て

教
育
委
員
会
が
行
う
。

今
後
も
、
防
災
担
当
課

や
バ
ス
事
業
者
と
の
連
携
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
バ
ス

乗
車
中
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
な
ど
を
進
め
、
安
全

対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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小
・
中
合
同
の
避
難
訓
練
の
様
子
。

普
段
の
避
難
訓
練
が
大
切

嵯峨直樹議員
さ が な お き

郷土資料館のあり方は

魅力的な施設
となるよう検討する

津波警報時の学校の対応は

児童生徒の安全確保を
最優先する

上空から見た郷土資料館と水産
の館。展示の充実が望まれる



【
大
坂
】

日
高
山
脈
襟

裳
十
勝
国
立
公
園
の
誕
生

に
よ
り
、
町
内
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
庶
野
さ
く
ら
公
園
」
に

は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
た
。

公
園
内
は
草
刈
り
な
ど

の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る

も
の
の
、
奥
へ
進
む
に
つ

れ
て
笹
が
生
い
茂
り
、
十

分
に
整
備
が
行
き
届
い
て

い
な
い
箇
所
が
見
受
け
ら

れ
る
。

公
園
の
奥
に
は
毎
年
美

し
い
花
を
咲
か
せ
る
山
桜

が
あ
る
が
、
ベ
ン
チ
を
設

置
す
る
な
ど
、
周
辺
を
適

切
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

よ
り
快
適
に

散
策
や
花
見

を
楽
し
め
る

環
境
づ
く
り

に
つ
な
が
る

と
思
う
。

今
後
の
管

理
・
整
備
の

方
針
は
。

答
弁

公
園

の
管
理
は
、

「
庶
野
桜
保

存
会
」
と
委

託
契
約
を
結

び
、
草
刈
り

や
樹
木
の
管

理
、
公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

人
の
出
入
り
の
少
な
い

公
園
の
奥
側
な
ど
一
部
に

お
い
て
笹
や
雑
草
の
繁
茂

が
見
ら
れ
る
状
況
も
確
認

し
て
い
る
が
、
支
障
の
な

い
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

公
園
全
体
の
景
観
維
持

や
、
利
用
環
境
の
向
上
に

向
け
、
ベ
ン
チ
の
設
置
も

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

【
大
坂
】

学
校
健
康
診

断
の
日
に
事
情
が
あ
っ
て

学
校
に
行
け
ず
、
健
診
を

休
ん
で
し
ま
っ
た
人
や
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
対

応
は
。

健
康
診
断
を
受
け
な
い

こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
や

側
弯
症
な
ど
、
早
期
の
治

療
を
必
要
と
す
る
病
気
を

見
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
当
町
で
の
学

校
健
康
診
断
の
実
態
は
。

答
弁

学
校
健
康
診

断
は
、
学
校
保
健
安

全
法
に
基
づ
き
、
児

童
生
徒
の
健
康
保
持

と
増
進
を
目
的
と
し

て
毎
年
６
月
30
日
ま

で
に
実
施
す
る
も
の

で
あ
り
、
疾
病
の
早

期
発
見
や
健
康
意
識

の
向
上
を
図
る
重
要

な
機
会
で
あ
る
。

内
科
・
歯
科
健
診

は
各
学
校
、
結
核
検

査
と
心
電
図
検
査
は
、

診
療
所
で
実
施
し
て

い
る
。

健
診
日
に
病
気
な

ど
で
受
診
で
き
な
か
っ
た

児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、

別
日
で
の
受
診
や
、
教
育

委
員
会
が
学
校
医
・
学
校

歯
科
医
と
日
程
を
調
整
し
、

医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
い
る
。

不
登
校
の
児
童
生
徒
に

つ
い
て
も
、
集
団
受
診
へ

の
心
理
的
負
担
に
配
慮
し
、

個
別
受
診
を
可
能
と
す
る

な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
い

る
。ま

た
、
保
護
者
へ
の
丁

寧
な
説
明
や
健
康
状
態
の

確
認
、
か
か
り
つ
け
医
と

の
情
報
共
有
を
通
じ
て
健

康
把
握
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
、
学
校
医
や
学

校
歯
科
医
と
連
携
し
、
児

童
生
徒
や
保
護
者
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
一
人
ひ
と

り
の
健
康
を
守
る
た
め
、

き
め
細
か
な
対
応
を
進
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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大坂庄吉議員
おおさかしょうきち

「庶野さくら公園」の
管理と整備は

学校健康診断
未受診者の対応は

全員が受診できるよう
柔軟に対応

健
診
は
柔
軟
な
対
応
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る

（
画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
）

満
開
の
桜
が
き
れ
い
な
「
庶
野
さ
く
ら

公
園
」

景観維持と利用環境の
向上に努める



【
上
野
】

令
和
３
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
た
「
え
り

も
町
漁
業
担
い
手
支
援
補

助
金
」
は
、
漁
業
者
に
と
っ

て
有
効
な
制
度
で
あ
る
。

一
方
で
、
資
材
や
燃
油

価
格
の
高
騰
、
担
い
手
不

足
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り

漁
業
を
維
持
さ
せ
る
た
め

に
は
、
制
度
の
さ
ら
な
る

充
実
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
の
補
助
額
と
内
容

は
十
分
と
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

制
度
開
始
か
ら
５

年
を
迎
え
る
た
め
、
漁
協

な
ど
関
係
機
関
と
意
見
交

換
を
行
い
、
現
場
の
実
情

や
要
望
を
把
握
し
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
な
制
度
と
な

る
よ
う
見
直
し
を
検
討
し

た
い
。

【
上
野
】

地
区
に
よ
っ

て
組
合
員
資
格
に
違
い
が

あ
り
、
新
規
就
業
者
と
事

業
継
承
者
で
支
援
に
差
が

生
じ
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
、

事
業
継
承
者
へ
の
支
援
充

実
や
制
度
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁

補
助
制
度
の
活
用

状
況
に
差
が
生
じ
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

漁
業
を
将
来
に
わ
た
り

維
持
す
る
た
め
に
は
、
新

規
就
業
者
の
確
保
に
加
え
、

既
存
経
営
の
円
滑
な
事
業

継
承
も
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
漁
協
な
ど
関
係
機

関
と
協
議
し
、
支
援
制
度

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

【
上
野
】

漁
船
乗
組
員

の
確
保
が
課
題
と
な
る
中
、

町
外
者
や
外
国
人
材
の
受

入
れ
促
進
に
向
け
、
雇
用

す
る
漁
業
者
や
新
規
就
業

者
へ
の
助
成
制
度
を
創
設

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

新
た
な
助
成
制
度

の
創
設
に
は
対
象
者
や
支

援
内
容
、
財
政
負
担
な
ど

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
他
自
治
体
の
事
例
や

国
・
北
海
道
の
支
援
制
度

を
調
査
し
、
漁
業
者
や
関

係
機
関
の
意
見
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
効
果
的
な
支
援

策
を
検
討
す
る
。

【
大
場
】

来
年
40
周
年

を
迎
え
る
「
札
幌
え
り
も

会
」
は
、
多
様
な
人
材
が

集
う
組
織
で
あ
り
、
観
光

振
興
や
特
産
品
の
販
路
拡

大
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
人

材
育
成
な
ど
で
連
携
が

期
待
さ
れ
る
。

人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

町
外
に
住
む
故
郷
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
々
と
の

つ
な
が
り
を
活
か
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
思

う
が
、
現
在
の
「
札
幌

え
り
も
会
」
と
の
連
携

状
況
は
。

答
弁

町
で
は
、
毎
年

の
札
幌
え
り
も
会
総
会

や
懇
親
会
へ
の
参
加
、
海

と
山
の
幸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
へ
の
招
待
な
ど
を
通
じ

て
交
流
を
続
け
て
お
り
、

会
員
の
皆
様
に
は
町
に
対

し
て
様
々
な
応
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

【
大
場
】

交
流
や
情
報

発
信
の
充
実
に
よ
る
関
係

人
口
拡
大
へ
の
考
え
は
。

答
弁

今
後
も
広
報
紙
の

送
付
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
活
用
し
た
情
報
発
信

の
充
実
を
図
り
、
さ
ら
な

る
交
流
や
関
係
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
大
場
】
「
札
幌
え
り
も

会
」
を
対
象
と
し
た
、
地

元
食
材
の
試
食
会
な
ど
を

開
催
し
、
特
産
品
や
ふ
る

さ
と
納
税
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

答
弁

ふ
る
さ
と
納
税
や

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進
に
効
果
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
高

齢
化
や
既
存
事
業
と
の
調

整
も
踏
ま
え
、
実
現
の
可

能
性
を
検
討
す
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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上野陽司議員
う え のよ う じ

漁業担い手支援補助金
の充実を

制度開始から５年、
見直しを検討

大場文裕議員
お お ばふみひろ

交流拡大と情報発信の
強化を進める

「札幌えりも会」との
更なる連携強化を

今
年
開
催
さ
れ
た
札
幌
え
り

も
会
の
懇
親
会
も
盛
況
に
終

え
た

年度 Ｈ27 Ｒ７ 増減

正組合員 727 589 ▲138

准組合員 101 80 ▲21

10年間で組合員は正准合わせ
て159名減少している



【
高
松
】

コ
ン
ブ
お
か

ま
わ
り
で
「
働
き
た
い
人
」

と
「
働
い
て
ほ
し
い
人
」

を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
え
り

も
町
独
自
の
ア
プ
リ
開
発

に
つ
い
て
の
検
討
は
。

答
弁

他
自
治
体
の
事
例

や
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

状
況
な
ど
を
調
査
し
た
。

人
材
確
保
の
有
効
な
手

段
で
は
あ
る
が
、
初
期
費

用
や
維
持
管
理
費
用
、
利

用
者
数
の
確
保
、
個
人
情

報
の
管
理
、
安
全
対
策
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
、

実
現
の
可
能
性
を
含
め
慎

重
に
検
討
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、
手
数
料
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
運

営
会
社
を
介
さ
ず
当
事
者

同
士
が
直
接
契
約
す
る
仕

組
み
に
つ
い
て
も
、
労
働

条
件
の
整
理
や
事
故
発
生

時
の
対
応
な
ど
、
関
係
法

令
も
踏
ま
え
、
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

【
高
松
】

「
コ
ン
ブ
一

日
体
験
」
や
「
土
日
の
み

就
労
」
が
可
能
か
ど
う
か

漁
業
者
に
確
認
し
、
そ
れ

で
良
い
と
な
れ
ば
、
キ
ャ

ン
プ
場
や
風
の
館
で
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
勧
誘
す
る

こ
と
で
コ
ン
ブ
お
か
ま
わ

り
の
確
保
に
貢
献
で
き
る

の
で
は
。

答
弁

今
後
、
漁
業
者
の

意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、

既
存
の
求
人
情
報
の
活
用

や
観
光
施
設
で
の
情
報
発

信
な
ど
、
実
施
の
可
能
性

を
検
討
し
て
い
く
。

町
と
し
て
も
、
漁
業
分

野
の
担
い
手
不
足
は
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

少
し
で
も
多
く
の
事
業
者

と
働
き
手
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
高
松
】

コ
ン
ブ
の
一

大
産
地
で
あ
る
南
茅
部
や

利
尻
、
羅
臼
で
は
、
天
然

コ
ン
ブ
の
水
揚
げ
が
減
少

し
、
コ
ン
ブ
養
殖
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。

当
町
も
、
将
来
天
然
コ

ン
ブ
の
水
揚
げ
が
減
少
す

る
こ
と
は
誰
も
が
感
じ
て

お
り
、
次
世
代
を
担
う
若

者
が
地
元
に
残
れ
る
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
も
、
天

然
コ
ン
ブ
の
減
少
分
を
養

殖
で
補
い
、
生
産
の
安
定

と
所
得
の
向
上
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
ウ
ニ
を
一
定
期

間
陸
上
養
殖
し
、
餌
を
工

夫
し
て
大
粒
で
色
や
味
の

良
い
「
え
り
も
ウ
ニ
」
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
れ
な
い

か
。関

連
す
る
多
く
の
方
が

参
加
し
、
え
り
も
の
漁
業

の
将
来
に
つ
い
て
継
続
し

て
議
論
す
る
協
議
会
を
設

置
す
る
こ
と
を
強
く
願
う
。

答
弁

コ
ン
ブ
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
、
漁
協
を
は

じ
め
専
門
機
関
と
情
報
交

換
し
、
現
場
の
漁
業
者
か

ら
も
漁
場
環
境
の
変
化
や

将
来
の
危
機
感
に
つ
い
て

意
見
を
聞
い
て
い
る
が
、

海
況
条
件
や
技
術
的
課
題
、

経
営
面
で
の
安
定
性
な
ど
、

慎
重
に
検
討
す
べ
き
点
も

多
く
存
在
す
る
。

ウ
ニ
に
つ
い
て
は
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
の
可
能
性
は

あ
る
が
、
実
用
化
に
は
技

術
的
検
証
と
長
期
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
多
様
な
関
係
者

と
単
な
る
意
見
交
換
の
場

に
と
ど
ま
ら
ず
、
具
体
的

な
課
題
整
理
や
実
証
事
業

へ
の
展
開
を
見
据
え
た
体

制
づ
く
り
に
向
け
、
協
議

会
の
設
置
の
可
否
も
含
め

て
検
討
す
る
。

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

漁
業
の
持
続
的
発
展
と
所

得
向
上
は
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
現
実
的
か
つ
実
効

性
の
あ
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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髙松亮裕議員
たかまつすけひろ

コンブおかまわり
マッチングアプリの開発は

え
り
も
漁
協
直
販
所
で
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と
販
売
さ
れ

る
塩
水
ウ
ニ
と
塩
ウ
ニ

実現の可能性を含め
慎重に検討する

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
に

聞
く
と
コ
ン
ブ
体
験
に
興

味
を
持
つ
人
が
意
外
と
多

か
っ
た

ウニ・コンブ養殖を目指す
協議会の設置を

現実的かつ実効性のある
取り組みを進める



江別市で社会福祉法人日本介護事業団が運営する「ココルクえべつ」を視察した。

本施設は、江別市が掲げる「生涯活躍のまち」を提唱し、目的は

①市民が住み慣れた地域で生涯にわたって安心して暮らし続けられるまち

②子どもや若年層、障がい者、高齢者など多様な主体が交流できる「共生のまち」

③事業者が主体となり、江別市、自治会、市内４大学、商店街などが連携し活力あるまちを目指している。

同施設は令和３年度にオープン、約３万平方メートルの

敷地内には、特別養護老人ホーム80床、介護老人保健施設8

0床、通所デイケア20名、看護小規模多機能型居宅介護事業

所登録定員29名、居宅介護支援事業所、生活介護、通所リ

ハビリテーションなど、介護、医療、職場、子育て支援と

して企業主導型保育所も設置している。

また、障がい者グループホーム男女各10名、サービス付

き高齢者向け住宅50室等の施設が併設されており、いずれ

も住環境が整備されている。

地域交流の場として、年齢・国籍・障がいの

有無を問わず誰でも参加できる「交流サロン」、

未就学児と保護者の方々を対象とした「あそび

と交流の場」など、地域の方々が楽しめる「地

域交流事業」を毎月開催している。

また、施設内には障がい者就労支援施設があ

り、施設内で養殖されたフグを利用したレスト

ラン、江別産小麦を使用したパン工房、うどん

店、併設された天然温泉で多くの障がい者の方

が自立に向けて働いている姿に感銘を受けた。

今後も多世代と交流する「共生のまち」実現

を目指し、拠点施設(ココルクえべつ)を中心に

年間数多くの様々なイベント(多世代交流サロンCoCoカフェ・重度肢体不自由児者、医療児ケア親子交流サ

ロンなど)を開催していくとのこと。

介護施設での人手不足は深刻になっており、現在はミャン

マーやネパール人16名が在籍しているが、今後も外国人のス

タッフの確保が必要であるとのことであった。

施設を視察し、未来に向けた運営の見本となる取り組みで

あると認識した。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 行政視察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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温
泉
水
を
利
用
し
て
ト
ラ
フ
グ
の
養
殖
を

し
て
い
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
施
設
概

要
と
運
営
状
況
の
説
明
を
受
け
る

介
護
老
人
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）
前
に
は
入
居
者
・

保
育
所
園
児
用
の
畑
が
あ
る



えりも高校の存続や二間口を維持するには何に取り組むべきか、生徒獲得に町を挙げて取り組んでいる鹿

追高校を視察した。

鹿追高校は道立高校であるが、少子化が進む中、高校の存続は町の未来と直結しているという考えのもと、

設置者（北海道）の枠を超えた支援を続けている。

【全国募集までの道のり】

令和２年：町内中学校卒業生の減少により入学者が28名に急減したため、全国から生徒を招く抜本的な対

策の検討が始まる。

令和４年：全国生徒募集（地域みらい留学）開始。あわせて「高校教育支援条例」「鹿追高等学校支援基

金条例を制定し、支援体制を法的に整備。

令和５年：全国から来る生徒の居住環境を整えるため、シェアハウス12室の運営を開始。

令和６年：公設寄宿舎40室を新設。入学者75名に回復（うち道外９名、管外７名）

令和７年：シェアハウス21室増室完了（合計33室）寮総定員73室が整う。入学者79名（うち全国から管外

10名、道外10名）

鹿追町はカナダ・アルバータ州ストニィプレイン町と1985年に姉妹提携を締結し、それ以後、交換留学生

の派遣や受け入れを行っている。

全員参加型のカナダ短期留学派遣は鹿追高校最大の事業であり、留学費用の９割は町が負担している。

２年生全員が約２週間、同町でホームステイをしながら地元の高校と交流を深めている。

英語の授業ではカナダに行くという実践的な目標あるため、英

語学習に対する意欲が高く、先生と生徒の会話のすべてが英語で

行われており、レベルの高さを実感した。

生徒全員が明るく挨拶をしてくれ、学校内の雰囲気は良好であっ

た。

町長は「高校がなくなると町に活気がなくなり衰退してしまう」

と言っていたが、それは当町も同じであり、鹿追高校から学ぶこ

とは多いと感じた。

講演： 関東学院大学 法学部 地域創生学科

教授 牧瀬 稔 氏

演題： 地方議員への12の政策アイデアから

人口維持を目指す実践実例

講演： ジャーナリスト

須田 慎一郎 氏

演題： どうなる政治・経済

〜日本再生のために何が必要か〜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 行政視察 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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漁村センター解体工事について
【目 的】

利用されていないえりも町漁村センター及び隣接する旧えりも漁協事務所

の解体工事と跡地利用の調査。

【現 状】

漁村センターは昭和54年に建設されたが、現在は利用されておらず、旧え

りも漁協事務所と併せて解体し、工事は本年７月から来年１月までを予定し

ている。費用は事務所所有者であるえりも漁協にも負担を求める方針である。

跡地については、商店街に近い立地を生かし、駐車場としての活用が検討

されている。

【課題・要望】

工事期間は、関係者や周辺住民との十分な調整を図り、騒音や安全対策に配慮しながら、影響の最小化に

取り組むことが重要である。また、跡地には国有地が含まれるため、権利関係を整理した上で適切に手続き

を進めるとともに、駐車場に限定せず、地域活性化につながる有効な利活用について幅広い検討を求める。

ウニ資源の現状について
【目 的】

令和３年秋の赤潮被害により壊滅的な打撃を受けたウニ資源の回復状況と、今後の資源管理・振興策につ

いての調査。

【現 状】

種苗放流個体や生存個体が確認され、令和６年度から一部地区、令和７年度からは町内全地区で順次漁が

再開されている。

水揚げデータからも資源は回復傾向にあるものの、漁獲量の伸びは限定的であり、引き続き資源の推移を

注視する必要がある。また、ウニ価格は高値で推移しており、「えりもう

に祭り」の再開については、漁協が需給動向を踏まえ判断することとして

いる。

【課題・要望】

資源回復を着実に進めるとともに、安定したウニ種苗生産体制の構築と

一層のＰＲを図ることが重要である。また、①春ウニのブランド化など高

付加価値化の推進、②老朽化が進むウニ種苗センターの施設更新と技術者

の育成・確保、③他地域の先進事例を参考とした養殖事業導入の効果検証

については、漁協と連携しながら協議・検討を進めるよう求める。

えりも町観光振興計画の策定状況等について
【目 的】

令和９年度から令和13年度を計画期間とする「えりも町観光振興計画」の策定状況と、今後の観光振興の

方向性について調査した。

【現 状】

町は有限責任監査法人トーマツの支援を受け、観光計画策定委員会で計画策定を進めており、本年９月に

計画案を取りまとめ、来年４月の施行を予定している。また、ＤＭＯ（観光地域づくり法人）に先立ち、地

域資源の収益化を担うＤＭＣ（町づくり会社）の設立準備を進め、観光拠点整備などを重点事業としている。

【課題・要望】

ＤＭＣ設立では、ＲＶパークなど受入環境の整備や「食・体験」を生かした滞在型観光を推進し、持続可

能な観光地域づくりを進めることが重要である。また、観光協会の再構築を含めた官民連携体制の確立を求

める。さらに、主要観光拠点の駐車場有料化は、観光客減少を招かないよう慎重な検討を望む。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 所管事務調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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解体される漁村センター
（手前）と旧えりも漁協
事務所（奥）

老朽化した「ウニ種苗センター」



廃棄物処理について
【目 的】

清掃センターの焼却停止後のごみ処理体制や最終処分場の運用状況、

今後の広域処理の方向性についての調査。

【現 状】

令和６年12月のごみクレーン故障以降、清掃センターでの焼却を停止

し、現在は様似町や広尾町などへ焼却を委託している。

ごみ総量は減少傾向にある一方、可燃ごみへのプラスチック混入が多く、焼却炉への負荷が課題となって

いることから、様似町と共同で分別啓発を進める予定である。

最終処分場は供用開始から22年が経過し、残余容量は28,823㎥で、現在の埋立状況では約122年間の使用

が可能と見込まれている。

町指定ごみ袋は十分な在庫を確保しており、現時点で価格改定の予定はない。

【課題・要望】

再資源化を推進し、プラスチックごみの分別徹底による可燃ごみの減量化と処理費用の縮減を図ることが

重要である。また、最終処分場は長期管理を見据え、不測の事態に備えた維持管理体制の充実を求める。

ごみ袋については、供給状況や価格動向を町民へ適時適切に情報提供することを望む。

令和10年度以降は新ひだか町への焼却委託を予定していることから、安全運転の徹底と交通事故防止、運

搬・処理コストの抑制に配慮するとともに、日高東部３町による広域処理や共同処理施設の整備についても

検討を進めるよう求める。

町営野球場バックネット解体工事について
【目 的】

令和７年12月の暴風で被災した町営野球場バックネットの状況と今後の整備計画についての調査。

【現 状】

暴風により、バックネットを支える主ワイヤーが切断され、倒壊の危険性が高まった。これまでもワイヤー

の補強を実施していたが、町内各地の被害状況からも、当時は非常に強い暴風であったことがうかがえる。

担当課によると、改修費用は3,000万～5,000万円程度を見込み、今年度は解体工事のみを実施し、令和９

年度に同規模のバックネットを整備する計画である。

解体工事が本年５月から８月までとなり、その後に整備を行ってもシーズン外となることなどを踏まえ、

総合的に判断したとの説明を受けた。現在は安全確保のため仮設ネットを

設置し、利用をえりも中学校及びえりも町役場野球部の練習に限定すると

ともに、公式戦等の開催を中止している。

【課題・要望】

整備まで時間的な猶予が生じることから、既存の柱や資材の再利用を含

め、複数の施工方法を比較し、費用対効果の高い整備手法について十分な

検討を求める。また、工事期間中は利用者の安全確保と事故防止を最優先

とし、安全対策を徹底すること。併せて、各種公式戦の早期再開に向け、

可能な限り整備の前倒しを図ることを望む。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 所管事務調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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調査日 令和８年５月22日（金）

総務文教常任委員会

委 員 長 橋本維応

副委員長 神田 修

委 員 川村一治

竹内孝文

大場文裕

産業民生常任委員会

委 員 長 上野陽司

副委員長 中野公浩

委 員 成田一人

大坂庄吉

嵯峨直樹

議 長 髙松亮裕

暴風で被災した町営野球場バッ
クネット

焼
却
を
停
止
し
た
「
え

り
も
清
掃
セ
ン
タ
ー
」



地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
経
て

町
内
で
起
業

二
場

一
光

さ
ん
（
30
）

ふ

た

ば

い
っ
こ
う

▼
な
ぜ
、
え
り
も
に
残
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

の
３
年
間
で
は
、
陸
上
少
年
団

の
指
導
や
昆
布
漁
の
お
手
伝
い

な
ど
を
通
し
て
、
本
当
に
た
く

さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
関
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
え
り
も
の
人
た
ち
の
温

か
さ
、
困
っ
た
時
に
自
然
と
助

け
て
く
れ
た
り
、
気
に
か
け
て

く
れ
た
り
す
る
、
そ
の
優
し
さ

が
と
て
も
う
れ
し
く
て
、
こ
の

町
が
ど
ん
ど
ん
好
き
に
な
り
、

「
こ
の
町
に
残
り
た
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
「
ス
ナ
ッ
ク
こ
ん
ぱ
」
を
始

め
た
き
っ
か
け
は

前
経
営
者
か
ら
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
昨
年
10
月
か
ら
今

年
２
月
ま
で
『
お
試
し
期
間
』

と
し
て
お
店
に
立
た
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
店
舗
を
居
抜
き
で

譲
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
、
自
分
で
経
営
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

▼
会
社
を
つ
く
っ
た
と
聞
き
ま

し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
先
輩

で
も
あ
る
鈴
木
亜
室
さ
ん
と
一

緒
に
、
『
合
同
会
社
Ｅ
ー
Ｃ
Ｌ

Ａ
Ｎ
（
イ
ー
ク
ラ
ン
）
』
を
設

立
し
ま
し
た
。

社
名
に
は
、
『
え
り
も
の
仲

間
』
『
良
い
仲
間
』
『
エ
ン
ジ
ョ

イ
（
愉
し
む
仲
間
）
』
『
エ
ン

パ
ワ
ー
（
力
づ
け
る
仲
間
）
』

な
ど
と
い
っ
た
思
い
を
込
め
て

い
ま
す
。

現
在
は
、
灯
台
公
園
ト
イ
レ

や
え
り
も
岬
駐
車
場
ト
イ
レ
の

清
掃
、
庶
野
さ
く
ら
公
園
の
ゴ

ミ
回
収
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

▼
今
後
の
展
望
は

ま
ず
は
「
ス
ナ
ッ
ク
こ
ん
ぱ
」

に
新
し
い
お
客
さ
ん
が
来
て
も

ら
え
る
よ
う
、
ダ
ー
ツ
を
置
い

た
り
、
ラ
イ
ブ
等
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
建
物
の
一

部
を
改
装
し
て
簡
易

宿
泊
所
を
つ
く
り
、

宿
泊
で
き
る
場
所
に

す
る
こ
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

帯
畜
大
で
造
っ
て

い
る
日
本
酒
を
船
で

揺
ら
し
た
り
、
海
底

で
熟
成
さ
せ
た
り
し

て
、
え
り
も
の
新
し

い
名
産
品
と
し
て
発

信
で
き
た
ら
面
白
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
の
活
性
化
と
い
う
意
味
で

は
、
自
分
の
経
験
が
『
え
り
も

で
起
業
し
て
み
た
い
』
と
い
う

人
の
参
考
に
な
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。

▼
え
り
も
町
民
へ
一
言

「
ス
ナ
ッ
ク
こ
ん
ぱ
」
の
営

業
時
間
は
午
後
３
時
か
ら
10
時

ま
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
も
含

め
飲
み
放
題
20
分
８
０
０
円
、

カ
ラ
オ
ケ
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
気
軽
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

北
海
道
に
は
梅
雨
が
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
７
月
に

入
り
雨
や
曇
り
が
多
く
ム
シ
ム

シ
し
た
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

２
週
間
先
の
天
気
予
報
も
晴

れ
は
な
く
雨
や
曇
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
ま
さ
に
「
え
ぞ
梅
雨
」

だ
!え

り
も
特
有
の
霧
（
ガ
ス
）

で
、
車
の
運
転
時
に
は
前
が
見

え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
シ
カ
や
キ
ツ
ネ
、

タ
ヌ
キ
な
ど
野
生
動
物
が
飛
び

出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

交
通
事
故
に
は
十
分
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

晴
天
の
も
と
、
コ
ン
ブ
漁
が

順
調
に
操
業
で
き
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
中
野
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ この人に聞く ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

竹
内

孝
文

副
委
員
長

上
野

陽
司

委

員

大
坂

庄
吉

中
野

公
浩

嵯
峨

直
樹

大
場

文
裕

1996年に神奈川県横浜市で生

まれ、４歳から高校卒業まで

は千葉県千葉市で過ごす。

帯広畜産大学卒業後は東京の

ベンチャー企業に就職。

その後、札幌の飲食店へ転職

し、えりも町の地域おこし協

力隊を経験した後、町内で起

業し現在、精力的に活動中。

終
始
笑
顔
で
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
こ

れ
か
ら
の
夢
を
楽
し
そ
う
に
話
し
、
最
後

に
は
「
恋
人
募
集
中
で
す
！
」
と
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
の
一
言
で
場
を
和
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

え
り
も
町
に
根
を
下
ろ
し
、
新
た
な
挑

戦
を
続
け
る
二
場
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。
（
上
野
）

お客様の相手をしながら洗
物をする二場さん


